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本論文集は、4部から構成されています。

第 1部は、都市社会文化研究科博士前期課程の王荏さんによる修士論文の要旨と参考文献 リス トです。

日常生活で若者に多用されている「なんか」にかんする考察です。 日常生活でどれだけ頻繁に 「なんか」

を使つているかを身に染みて感 じる 2年間でした。意欲的な修士論文が出来上がりました。

第 2部は、国際総合科学部社会関係論コース 7名 、人間科学コース 1名 からなる「コミュニケーション

論演習」卒業生 8名 の卒業論文要旨と参考文献 リス トです。友人や後輩ゼ ミ生を巻き込んでデータを集め

る研究不タイルの人が多く、勢いのある学年でした。生のデータを使つているからこその面白みのある成

果が出ました。それぞれがご希望の場所で新たな生活を始められることをうれ しく思つています。健康に

留意 しつつ大きくのびのびと羽ばたいてください。

第 3部は、3年生の個人研究論文です。深く思考することのできる人たちがお互いに学び合いながら研

究を進めています。本論文集に収録されているのは個人の成果ではありますが、その背後に 8人分 8倍以

上の学びをしているのではないかと感 じています。この調子で卒論の研究も進めることを期待 しています。

第 4部は、2年生のグループ研究論文です。研究テーマを決めるところから一つ一つのプロセスで立ち

止まり悩んでの連続でしたが、思いのほか (失礼 !)面 白い研究に仕上が りました。まだまだ深めていく

可能性を秘めた研究テーマです。今回の経験を 3年生での研究に生かしてください。
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